· 　インキュベーター関連の企業ヒアリング結果について　
	企業
	概要

	機械器具メーカー
	・「提供タイプ１．駅前オフィス」に関心があるとの回答があった。

・駅前オフィスは、営業事務所としての位置づけ。市内の駅を想定していたものではなく、全国からアクセスしやすい場所がよい。

	航空機部品メーカー
	・「提供タイプ２．大学内や大学隣接地のオフィス・作業スペース」に関心があると回答があった。

・中部大学との試験共同開発を行いたいと考えている。航空宇宙分野の複合材加工など航空機のエンジン部品関連製品の製造があるが、一社での研究開発には限界があり、大学との連携を進めたいが、具体的に話をしている訳ではない。

・大学とは、インターンシップ受入を通じてお付き合いがある。

	プリント基板設計会社
	・「提供タイプ２．大学内や大学隣接地のオフィス・作業スペース」に関心があると回答があった。

・具体的なイメージがあるわけではないが、今後は大学との連携により新しい技術を導入していかなくては、と感じている。

・どんな連携が可能なのか見当がつかないため、研究室の紹介など、産学連携が進むような支援もしてほしい。

	医療用機械器具メーカー
	・「提供タイプ２．大学内や大学隣接地のオフィス・作業スペース」に関心があると回答があった。

・大学との連携は、業種と関連のある学部を有する大学に限定される。

・中部大学には該当する学部がないため、交流の対象にはならない。

	物流事業者
	・「提供タイプ３.インター周辺の配送・流通施設」に関心があると回答があった。

・現状では、インキュベーター施設の逼迫度は高い状況ではなく、現時点では具体的にインキュベーター施設を探している段階ではない。

	金属加工メーカー
	・「提供タイプ４．既存工場団地内の作業・生産スペース」に関心があると回答があった。

・大型の設備や材料が工場内のスペースを圧迫しており、付近に低価格で利用できる作業スペースがあれば利用したいと考えている。

・既存の工場団地内の空き工場などを市が買い取って、インキュベータとして整備したらよいのではないか。

	機械器具メーカー
	・「提供タイプ４．既存工場団地内の作業・生産スペース」に関心があると回答があった。

・現時点で必要なわけではなく、利用イメージがあるわけでもない。

・当社での必要性は薄いが、他の企業関係者からは「急な発注があった場合の作業スペースに困っている」という意見を聞いたことがあり、整備されれば市内の企業にとってプラスになるのではないか。
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